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脱
商
品
化
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ 

 
―
―
福
祉
国
家
の
一
般
理
論
の
た
め
に
―
― 

 

（
『
思
想
』2

0
1
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年

3
月
号
（1

0
4

3

号
）
、1

4
5

-1
6

2

頁
、
著
者
最
終
稿
） 

 

田
中 

拓
道  

 
 

 

一 

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
今
日
的
展
開 

  

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
東
欧
や
ア
ジ
ア
の
民
主
化
運
動
、
リ
ベ
ラ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
論
争
、
福
祉
国
家
の
変
容
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
概
念
が
政
治
理
論
の
一
つ
の
焦
点
と

な
っ
て
き
た(1

)

。
近
年
ま
で
の
議
論
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
提
起
す
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
に
対

し
て
集
団
の
文
化
的
差
異
・
多
元
性
を
強
調
す
る
議
論
で
あ
る
。
リ
ベ

ラ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
で
は
、
共
同
体
内
の
成
員
を
同
等
な
存

在
と
し
て
扱
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
法
的
平
等
の
み
な
ら
ず
、
基
本
的

な
財
の
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
一
方
新
し
い
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
で
は
、
個
人
の
属
す
る
集
団
の
文
化
的
差
異
や
多

元
性
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
る
と
、
個
人
は
特
定
の
文 

          

化
や
集
団
の
中
で
対
話
を
つ
う
じ
て
自
己
を
形
成
す
る(2

)

。
し
た
が
っ

て
、
平
等
な
尊
厳
を
保
障
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
差
異
を
最
大
限
尊
重
し
、
涵
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
政
治
は
「
差
異
の
政
治
」
、
「
承
認
を
め
ぐ

る
政
治
」
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
へ
と
向
か
う(3

)

。
た
と
え

ば
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
な
構

成
要
素
と
し
て
「
帰
属
（b

e
lo

n
g

in
g

）
」
を
挙
げ
た(4

)

。
ア
イ
リ
ス
・

マ
リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ
は
「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
提
起
し
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
差
別
、
日
常
生
活
へ
の
官
僚
的
介
入
を
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
題
と
し
て
採
り
あ
げ
る(5

)

。
さ
ら
に
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
集
団
の
文
化
的
権
利
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
の
か
と
い
う
「
多
文
化

主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ウ
ィ
ル. 

キ
ム
リ
ッ
カ

を
は
じ
め
と
す
る
論
者
に
よ
っ
て
、
多
く
の
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た(6

)

。 
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第
二
に
、
こ
う
し
た
文
化
的
要
求
の
一
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
深
化
を
背
景
と
し
て
各
国
で
福
祉
国
家
の
再
編
が

進
展
す
る
と
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
い
直
し
が
大
き
な
論

点
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
の
特
徴
は
、
「
市
民
で
あ
る
こ
と
」

の
社
会
的
権
利
だ
け
で
な
く
、
義
務
の
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る

(7
)

。
資
本
移
動
の
自
由
化
と
と
も
に
各
国
の
財
政
制
約
が
強
ま
る
に
つ

れ
て
、
公
的
福
祉
支
出
を
抑
制
し
、
貧
困
層
へ
の
再
配
分
政
策
を
見
直

す
こ
と
、
と
り
わ
け
公
的
扶
助
・
失
業
給
付
に
代
え
て
就
労
義
務
と
結

び
つ
い
た
給
付
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
共
通
の
政
策
課
題
と
な
っ
て
き

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
六
年
に
「
個
人
責
任
と
就
労
機
会
の
調
停

法

（

P
e

rs
o

n
a

l 
R

e
s
p

o
n

s
a

b
ility

 
a

n
d

 
W

o
rk

 
O

p
p

o
rtu

n
ity

 

R
e

c
o

n
c

ilia
tio

n
 A

c
t

）
」
が
成
立
し
、
従
来
の
公
的
扶
助
法
が
廃
止
さ
れ

る
と
と
も
に
、
扶
助
の
受
給
期
間
を
生
涯
最
大
五
年
間
と
し
、
受
給
開

始
か
ら
二
年
間
の
就
労
義
務
を
課
す
制
度
が
導
入
さ
れ
た(8

)

。
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
ニ
ュ
ー
レ
イ
バ
ー
に
よ
る
一
九
九
八
年
の
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ

ー
「
わ
が
国
の
新
し
い
野
心
―
―
福
祉
の
た
め
の
新
た
な
る
契
約
（N

e
w

 

A
m

b
itio

n
s
 fo

r O
u

r C
o

u
n

try
: N

e
w

 C
o

n
tra

c
t fo

r W
e

lfa
re

）
」
に
お
い

て
、
社
会
的
権
利
と
義
務
の
対
応
を
強
固
に
す
る
こ
と
、
最
低
所
得
保

障
や
失
業
保
険
を
改
革
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た(9

)

。
ニ
ュ
ー
レ
イ
バ

ー
の
「
第
三
の
道
」
に
理
論
的
基
礎
を
提
供
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ

ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
新
し
い
政
治
の
第
一
原
理
と
し
て
、

『
責
任
な
く
し
て
権
利
な
し
（n

o
 rig

h
ts

 w
ith

o
u

t re
s
p

o
n

s
a

b
ilitie

s

）
』

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」(1

0
)

。
一
九
九
〇
年
代
以

降
の
社
会
政
策
で
は
、「
貧
困
」
に
代
わ
っ
て
社
会
的
紐
帯
か
ら
の
離
脱

を
意
味
す
る
「
社
会
的
排
除
（s

o
c

ia
l e

x
c

lu
s
io

n

）
」
と
い
う
語
が
広
く

用
い
ら
れ
て
き
た(1

1
)

。
そ
の
含
意
は
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合

個
々
人
の
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
義
務
、
と
り
わ
け
就
労
義

務
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。 

 

以
上
の
二
つ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
、
す
な
わ
ち
文
化
的
差
異
や

多
元
性
の
尊
重
と
、
再
配
分
や
権
利
・
義
務
関
係
の
問
い
直
し
と
い
う

二
つ
の
動
向
を
、
ど
う
関
連
づ
け
、
ど
う
包
括
的
に
理
解
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か(1

2
)

。
今
日
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
変
容
は
、

い
か
な
る
枠
組
み
に
よ
っ
て
分
析
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
ト
ー
マ

ス
・
ハ
ン
フ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
歴
史
を

市
民
的
権
利
か
ら
政
治
的
権
利
、
社
会
的
権
利
へ
と
向
か
う
発
展
史
と

し
て
描
い
た(1

3
)

。
し
か
し
今
日
の
（
縮
減
を
伴
う
）
変
容
を
、
こ
う

し
た
発
展
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
の
展
開
を
踏
ま
え
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ

の

基

礎

を

原

理

的

に

捉

え

な

お

す

た

め

に

、
「

脱

商

品

化

（d
e

-c
o

m
m

o
d

ific
a

tio
n

）
」
と
い
う
概
念
を
軸
に
据
え
る
。
こ
の
概
念

を
従
来
の
研
究
よ
り
拡
張
し
、
物
質
的
再
配
分
と
規
範
・
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
提
供
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
含
む
形
で
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、

社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
組
み

合
わ
せ
を
め
ぐ
る
政
治
的
権
力
闘
争
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
今
日
の
変

容
も
新
た
な
政
治
的
対
抗
軸
の
中
で
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主

張
し
た
い
。 
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二 

商
品
化
と
脱
商
品
化 

―
―
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
基
礎 

 

１ 

エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
脱
商
品
化
」
論 

 

本
節
で
は
、
ま
ず
イ
エ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
脱

商
品
化
」
論
を
検
討
し
、
そ
の
含
意
と
問
題
点
を
指
摘
す
る(1

4
)

。
彼

の
議
論
は
資
本
主
義
と
民
主
主
義
の
関
係
を
最
も
洗
練
し
た
形
で
提
示

し
、
福
祉
国
家
論
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
一
九
八

五
年
の
『
市
場
に
抗
す
る
政
治
（P

o
litic

s
 

a
g

a
in

s
t 

M
a

r
k

e
ts

）
』
に
お

い
て
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
成
立
を
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。 

 

第
一
は
、
労
働
者
階
級
の
把
握
に
つ
い
て
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
下

で
労
働
者
は
、
自
ら
の
労
働
力
を
「
商
品
」
と
し
て
売
る
以
外
の
生
存

手
段
を
失
い
、
病
気
・
老
齢
・
失
業
な
ど
の
際
に
は
生
存
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
る
。
資
本
主
義
は
労
働
力
商
品
化
を
押
し
進
め
る
一
方
、
労
働

力
を
破
壊
す
る
傾
向
を
持
つ
た
め
、「
商
品
化
に
対
抗
す
る
力
を
育
成
す

る
よ
う
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
」(1

5
)

。
た
だ
し
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ

ル
セ
ン
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義

者
と
と
も
に
、
労
働
者
階
級
の
絶
対
的
窮
乏
化
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
テ

ー
ゼ
を
否
定
す
る
。
資
本
主
義
の
発
展
は
階
級
を
無
数
に
分
化
さ
せ
、

多
く
の
労
働
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
。「
階
級
」
と
は
、
生
産
関
係
に

規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
労
働
者
が
自
ら
の
境
遇
を
改
善
す

る
た
め
に
権
力
資
源
を
活
用
し
、
組
織
化
を
行
う
こ
と
で
生
み
出
さ
れ

る
「
政
治
的
」
構
築
物
に
他
な
ら
な
い(1

6
)

。 

 

第
二
に
、
議
会
制
民
主
主
義
は
労
働
者
に
と
っ
て
境
遇
改
善
の
戦
略

的
手
段
と
な
る
。
二
十
世
紀
の
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
お
い
て
、

国
家
は
資
本
家
階
級
の
支
配
の
道
具
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
ネ
オ
・
マ

ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
も
、
階
級
構
造
か
ら
の
「
相
対
的
自
律
性
」
が

承
認
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
は
「
構
造
的
」
に
資
本
家
の
階

級
支
配
に
規
定
さ
れ
る
、
と
理
解
さ
れ
た(1

7
)

。
一
方
エ
ス
ピ
ン
＝
ア

ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
議
会
多
数
派
を
形
成
し
、
国
家
に
よ
る
社
会

政
策
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
は
政
治
的
な
階
級
組
織
化
の
資
源

を
強
化
し
、
資
本
家
階
級
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る

(1
8

)

。
言
い
換
え
れ
ば
、
国
家
は
資
本
主
義
的
生
産
関
係
か
ら
〈
強
い

自
律
性
〉
を
持
つ
。 

 

第
三
に
、
労
働
者
階
級
は
、
議
会
多
数
派
を
形
成
し
維
持
す
る
た
め

に
、
中
産
階
級
を
含
め
た
他
の
階
級
と
で
き
る
か
ぎ
り
広
い
連
合
を
組

む
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
労
働
者
階
級
の
目
指
す
「
脱
商
品
化
」
政
策
（
労

働
市
場
へ
の
依
存
を
軽
減
す
る
政
策
。
具
体
的
に
は
で
き
る
だ
け
少
な
い

拠
出
に
よ
っ
て
平
均
的
な
生
活
水
準
を
保
障
す
る
公
的
年
金
、
疾
病
保
険
、

失
業
給
付
な
ど
）
は
、
結
果
と
し
て
労
働
者
の
狭
い
階
級
利
益
を
越
え
、

「
国
民
化
（n

a
tio

n
a

liz
a

tio
n

）
」
へ
と
、
す
な
わ
ち
成
員
全
体
に
対
す

る
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
保
障
へ
と
近
づ
く
、
と
い
う(1

9
)

。 

 
以
上
の
よ
う
に
、
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
「
脱
商
品

化
」
と
は
、
労
働
者
に
よ
る
階
級
組
織
化
と
影
響
力
行
使
の
た
め
の
重

要
な
権
力
資
源
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
一
方
に
お

い
て
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
形
成
を
め
ぐ
る
「
政
治
」
を
自

律
し
た
対
象
と
し
て
析
出
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
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単
線
的
な
発
展
論
、
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
主
義
や
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主

義
の
階
級
構
造
規
定
論
に
対
し
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
労
働
者
の

組
織
化
と
政
治
戦
略
こ
そ
が
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
生
成
と
分

岐
を
も
た
ら
す
要
因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た(2

0
)

。 

 

他
方
で
、
彼
の
「
脱
商
品
化
」
概
念
は
次
の
二
点
に
お
い
て
不
明
確

な
部
分
が
あ
り
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
一
つ
は
、
「
商
品
化
」

の
進
展
に
よ
っ
て
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
の
が
も
っ
ぱ
ら
労
働
者

と
想
定
さ
れ
、
労
使
階
級
以
外
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ど
の

社
会
的
な
権
力
関
係
が
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
た
と

え
ば
第
二
次
大
戦
後
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
男
性

稼
得
者
モ
デ
ル
」
を
前
提
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
の
差
別
的
分
業
を
強

化
し
た
面
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
権
力
関
係
は
「
脱

商
品
化
」
概
念
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い(2
1

)
。
さ
ら
に
福
祉
レ
ジ
ー

ム
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
線
引
き
を
前
提
と
し
、
移
民
労
働
者
な
ど
エ
ス
ニ

ッ
ク
間
の
差
別
を
内
包
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

(2
2

)

。 

 

第
二
に
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
労
働
者
の
階
級
運
動
の
権
力
資
源

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
対
抗

関
係
が
概
念
と
し
て
深
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
両
者
の
相
互
補
完
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
脱
商
品
化
」
と
は
、
大
部
分

の
労
働
者
の
「
商
品
化
」（
労
働
市
場
へ
の
参
加
）
を
前
提
と
し
、
労
働

力
の
再
生
産
機
能
を
補
完
す
る
こ
と
で
、
資
本
主
義
「
シ
ス
テ
ム
の
存

続
」
を
可
能
に
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る(2

3
)

。
「
脱
商
品
化
」
の

中
身
は
、
労
働
力
再
生
産
に
必
要
な
基
礎
的
生
活
所
得
・
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
多
様
な
人
間
的
諸
能
力
の
発
展
―
―

た
と
え
ば
個
性
の
発
達
、
他
者
と
の
協
同
、
政
治
参
加
の
資
源
拡
張
―

―
は
視
野
に
含
め
ら
れ
て
い
な
い(2

4
)

。
言
い
換
え
れ
ば
、
労
働
力
「
商

品
化
」
が
人
間
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
い
か
な
る
矛
盾
や
対
立
を
引
き
起

こ
す
の
か
が
、
彼
の
議
論
で
は
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

こ
う
し
た
概
念
上
の
曖
昧
さ
は
、
近
年
の
立
論
変
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
〇
年
代
末
以
降
、
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ

ル
セ
ン
は
「
脱
商
品
化
」
と
い
う
語
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
く
な
っ
た
。

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
中
心
と
な
る
「
知
識
基
盤
型
経
済
（k

n
o

w
le

d
g

e
 

b
a

s
e

d
 

e
c

o
n

o
m

y

）
」
の
下
で
は
、
受
動
的
な
所
得
保
障
は
雇
用
拡
大
や

経
済
成
長
を
阻
害
す
る
。
新
し
い
福
祉
政
策
は
、
雇
用
の
柔
軟
化
を
促

進
す
る
一
方
、
社
会
的
投
資
（
就
労
訓
練
・
就
労
教
育
）
に
よ
っ
て
人
々

の
「
就
労
可
能
性
（e

m
p

lo
y

a
b

ility

）
」
を
引
き
上
げ
、
労
働
市
場
へ
の

自
発
的
転
入
を
支
援
す
る
こ
と
へ
と
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(2

5
)

。

「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
相
互
補
完
性
が
重
視
さ
れ
る
結
果
、

新
し
い
経
済
構
造
の
下
で
、
両
者
の
均
衡
は
「
商
品
化
」
の
優
位
へ
と

移
行
す
る
。
新
し
い
福
祉
政
策
の
目
的
は
、
い
わ
ば
市
場
へ
の
依
存
を

軽
減
す
る
「
脱
商
品
化
」
か
ら
、
市
場
へ
の
再
参
入
を
支
援
す
る
「
再

商
品
化
（re

-c
o

m
m

o
d

ific
a

tio
n

）
」
へ
と
向
か
う
。
そ
の
結
果
、
「
商
品

化
」
と
「
脱
商
品
化
」
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
抗
と
い
う
視
点
は
後
景
へ

と
退
く
こ
と
に
な
る
。 

 

２ 

労
働
力
商
品
化
と
そ
の
限
界 

 

エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
概
念



149 

の
曖
昧
さ
を
越
え
て
、
両
者
の
関
係
を
よ
り
原
理
的
に
把
握
す
る
た
め

に
は
、
い
っ
た
ん
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
の
議
論

に
立
ち
返
り
、
現
代
の
文
脈
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ら
に
修
正
を
加
え
る
必

要
が
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、
資
本
主
義
（
ポ
ラ
ニ
ー
の
言
葉
で
は
「
市

場
経
済
（m

a
rk

e
t 

e
c

o
n

o
m

y

）
」
）
の
特
徴
を
、
あ
ら
ゆ
る
財
が
市
場
で

売
り
買
い
さ
れ
る
商
品
と
な
る
こ
と
、
と
り
わ
け
労
働
（
力
）
が
商
品

と
な
る
こ
と
に
見
い
だ
し
、
そ
の
原
理
的
な
矛
盾
を
追
究
す
る
こ
と
を

課
題
と
し
た
。「
資
本
主
義
的
生
産
の
全
体
系
は
、
労
働
者
が
自
己
の
労

働
力
を
商
品
と
し
て
売
る
、
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
」（
マ
ル
ク

ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
四
篇
一
二
章
）
。
以
下
で
は
重
要
な
論
点
を
三
点

抽
出
す
る(2

6
)

。 

 

第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
は
「
商
品
」
に
隠
さ
れ
た
二
重
の
性
質
か
ら
、

労
働
力
の
商
品
化
が
二
重
の
社
会
的
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
し

た
。
一
方
で
労
働
力
商
品
化
と
は
、
個
人
が
共
同
体
的
な
所
有
関
係
か

ら
切
り
離
さ
れ
、
自
己
の
労
働
力
を
自
由
に
処
分
で
き
る
主
体
と
し
て

析
出
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
二
編
第
四
章
）
。

労
働
力
の
売
り
買
い
は
「
法
的
に
平
等
な
人
格
」
同
士
の
自
由
な
交
換

関
係
と
し
て
現
れ
る
。
他
方
で
、
労
働
生
産
物
の
価
値
を
決
め
る
市
場

は
、
資
本
家
同
士
の
利
潤
獲
得
競
争
に
規
定
さ
れ
た
関
係
、
個
々
の
労

働
者
か
ら
み
れ
ば
自
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
た
「
物
象
化
」
さ
れ

た
関
係
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
資
本
家
が
何
を
ど
の
く
ら
い
生
産
し

た
り
販
売
し
た
り
す
る
か
を
決
め
る
だ
け
で
な
く
、
利
潤
を
最
大
化
す

る
た
め
に
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
、
労
働
時
間
を
延
長
し
、

労
働
力
の
再
生
産
費
用
（
労
働
賃
金
）
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
。
周

知
の
と
お
り
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
う
し
た
二
重
の
関
係
性
か
ら
、
社
会
的

有
用
性
を
表
す
「
使
用
価
値
」
と
貨
幣
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
「
交
換
価

値
」
の
区
別
を
導
出
し
、
そ
こ
に
「
剰
余
価
値
」
の
存
立
根
拠
を
見
い

だ
し
た
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
価
値
論
の
経
済
学
的
妥
当
性
に
つ
い
て

は
論
じ
な
い
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
労
働
力
商
品
化

の
二
重
の
帰
結
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
社
会
が
永
続
的
な
権
力
闘
争
を

抱
え
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
以
上
の
議
論
が
た
だ
ち
に
労
働
者
の
「
疎
外
」
、
「
搾
取
」

や
階
級
窮
乏
化
論
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い(2

7
)

。
実
際
に
は
、
資

本
主
義
は
社
会
全
体
の
富
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
、
多
く
の
労
働
者
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
。
労
働
力
商
品
化
の
矛
盾
と
は
、
こ
う
し
た
「
物

象
化
」
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
自
体
が
労
働
力
商
品
の
担
い
手
で
あ
る
人

間
の
存
立
基
盤
を
掘
り
崩
す
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
見
い
だ

さ

れ

る

。

た

と

え

ば

ポ

ラ

ニ

ー

は

、

労

働

力

と

い

う

「

擬

制

商

品

（fic
tio

u
s
 c

o
m

m
o

d
ity

）
」
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
「
人

間
」
に
影
響
を
与
え
ず
に
自
由
に
処
分
し
た
り
保
存
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
と
い
う
点
を
挙
げ
た(2

8
)

。
労
働
力
を
担
う
人
間
は
、

資
本
主
義
的
市
場
の
内
部
で
自
由
に
維
持
・
再
生
産
で
き
な
い
。
た
と

え
ば
病
気
、
失
業
、
老
齢
な
ど
の
際
に
は
市
場
以
外
の
社
会
関
係
に
依

拠
し
て
し
か
生
存
を
維
持
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

 

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
労
働
力
を
担
う
人
間
の
育
成
・
存
立
が
、

物
質
的
の
み
な
ら
ず
文
化
的
・
規
範
的
な
水
準
に
お
い
て
も
市
場
外
部

の
社
会
関
係
に
依
存
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
文
化
的
諸
制
度
と
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い
う
保
護
の
被
い
が
取
り
去
ら
れ
れ
ば
…
人
間
は
悪
徳
、
堕
落
、
犯
罪
、

飢
餓
と
い
う
激
し
い
社
会
的
混
乱
の
犠
牲
と
な
っ
て
死
滅
す
る
」(2

9
)

。

ポ
ラ
ニ
ー
は
、
市
場
の
も
た
ら
す
「
破
局
」
の
原
因
を
経
済
的
搾
取
よ

り
も
「
文
化
的
破
壊
」
に
見
い
だ
し
た
。
人
間
は
一
定
の
文
化
や
規
範

の
中
で
生
育
し
、
周
囲
と
の
交
流
に
お
い
て
独
立
し
た
人
格
を
形
成
す

る
。「
商
品
化
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
こ
う
し
た
関
係
性
を
掘
り
崩
す
傾
向

を
持
つ
た
め
、「
商
品
化
」
に
対
抗
し
て
国
家
の
保
護
立
法
や
労
働
組
合

な
ど
の
集
団
形
成
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
階
級
的
利
害
対
立
の
産

物
と
い
う
よ
り
も
、
一
定
の
文
化
や
規
範
を
も
つ
社
会
集
団
の
再
構
築
、

す
な
わ
ち
「
社
会
の
防
衛
」
で
あ
る(3

0
)

。 

 

こ
う
し
て
資
本
主
義
は
、
個
人
を
既
存
の
社
会
的
紐
帯
か
ら
析
出
し
、

労
働
力
商
品
化
を
押
し
進
め
る
「
物
象
化
」
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

る
一
方
、
労
働
力
を
担
う
人
間
を
物
質
的
か
つ
規
範
的
に
維
持
・
再
生

産
す
る
た
め
に
、
市
場
外
部
の
社
会
関
係
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
長
期
的

に
存
続
で
き
な
い
、
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。「
脱
商
品
化
」
の
根

拠
は
こ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
る
。 

 

第
三
に
、
資
本
主
義
と
の
関
係
に
お
け
る
国
家
・
社
会
制
度
の
位
置

づ
け
は
、
上
記
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
「
脱
商
品
化
」
か
ら
導
か
れ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
力
と
い
う
特
殊
な
商
品
の
維
持
・
創
出
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
、
国
家
と
い
う
暴
力
装
置
に
よ
る
「
本
源
的
蓄
積
」（
土
地
の
収

奪
）
と
、
救
貧
法
な
ど
に
よ
る
「
産
業
予
備
軍
」
の
形
成
に
見
い
だ
し

た
（
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
七
篇
第
二
四
章
、
第
一
巻
第
七
篇
第
二
三
章
第

四
節

）(3
1

)

。
し
か
し
、
ポ
ラ
ニ
ー
が
「
社
会
の
防
衛
」
と
い
う
表
現

で
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
力
商
品
の
担
い
手
で
あ
る
人
間
の
再
生
産
は
、

国
家
の
み
な
ら
ず
、「
商
品
化
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
様
々
な
社
会

集
団
―
―
家
族
、
職
業
集
団
、
宗
教
集
団
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
―
―
の

相
互
扶
助
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
商
品
化
」
の
進
展
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
集
団
は
解
体
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
脱
商
品

化
」
の
担
い
手
と
し
て
再
編
さ
れ
、
再
強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
る(3

2
)

。 

 

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
社
会
集
団
は
、
人
間
を
自
立
し
た
主
体
と
し
て
構

成
す
る
規
範
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
生
産
装
置
と
し
て
も
機
能
す

る
。
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
労
働
力
再
生
産
に
不
可
欠
の
要
素

と
し
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
再
生
産
を
挙
げ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

は
「
自
ら
の
現
実
的
な
存
在
諸
条
件
に
対
し
て
も
つ
想
像
的
な
関
係
」

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
職
業
規
律
、
労
働
能
力
、
秩
序
へ
の
恭
順
、
こ

れ
ら
を
含
め
た
「
主
体
」
と
し
て
の
自
己
意
識
を
指
す
。
こ
れ
ら
は
国

家
権
力
や
法
に
よ
っ
て
個
人
に
強
制
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
産
関

係
か
ら
自
律
し
た
社
会
制
度
（
学
校
、
家
族
、
宗
教
、
組
合
、
出
版
・

放
送
、
文
化
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
制
度
の
働
き
か
け
に

よ
っ
て
、
個
人
は
自
己
と
（
資
本
主
義
的
）
環
境
の
関
係
に
か
ん
す
る

「
想
像
的
」
な
像
を
獲
得
し
、
自
ら
を
「
主
体
」
と
し
て
構
築
す
る(3

3
)

。 

 

こ
こ
で
国
家
・
社
会
制
度
の
役
割
に
つ
い
て
二
点
留
保
を
付
し
て
お

き
た
い
。
一
つ
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
や
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
な

ど
、
社
会
制
度
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
強
調
す
る
論
者
に
共
通
す

る
問
題
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
社
会
制
度
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が
「
最
終
審
級
（d

e
rn

iè
re

 
in

s
ta

n
c

e

）
」
で
あ
る
資
本
主
義
的
生
産
関

係
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
枠
内
で
機
能
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る(3

4
)

。

し
か
し
、
資
本
主
義
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
商
品
（
の
担
い
手
で
あ
る
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人
間
）
の
再
生
産
が
、
市
場
外
の
国
家
、
社
会
制
度
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

装
置
に
依
拠
す
る
こ
と
で
し
か
保
障
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
資
本

主
義
的
生
産
関
係
を
自
律
し
た
「
土
台
」「
シ
ス
テ
ム
」
と
見
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
「
上
部
構
造
」
を
「
規
定
」
す

る
と
い
う
想
定
は
成
り
立
ち
え
な
い
。
国
家
や
社
会
制
度
の
役
割
が
生

産
関
係
に
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
関
係
は
、
相
互
に
依

存
し
、
か
つ
対
抗
す
る
と
い
う
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

具
体
的
な
国
家
・
社
会
制
度
の
あ
り
方
は
、
社
会
集
団
間
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
闘
争
と
権
力
闘
争
、
す
な
わ
ち
自
律
し
た
「
政
治
」
に
よ
っ
て
の
み

規
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
国
家
の
「
種
差
的
な
役
割
」
に
関
し
て
で
あ
る
。
物

理
的
暴
力
を
独
占
す
る
国
家
は
、
ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
の
指
摘

す
る
と
お
り
、
社
会
統
合
の
「
決
定
的
水
準
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
の
国
家
理
解
に
は
揺
れ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
こ

に
は
お
よ
そ
二
つ
の
特
徴
づ
け
が
見
い
だ
せ
る
。(1

)

国
家
の
最
も
重
要

な
特
徴
は
、
単
な
る
暴
力
装
置
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
公
」
と
「
私
」
、

「
国
家
」
と
「
社
会
」
の
分
離
を
前
提
と
し
て
、「
あ
た
か
も
階
級
『
闘

争
』
が
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
」
社
会
全
体
の
利
益
を
代
表
す
る
、

と
い
う
外
形
を
取
る
こ
と
に
あ
る
。
権
力
闘
争
一
般
と
区
別
さ
れ
た
「
政

治
的
な
も
の
（le
 p

o
litiq

u
e

）
」
の
固
有
の
属
性
、
す
な
わ
ち
特
殊
な
社

会
統
合
機
能
は
こ
の
点
に
存
す
る(3

5
)

。(2
)

他
方
で
国
家
と
は
、「
諸
階

級
お
よ
び
階
級
的
諸
分
派
間
の
力
関
係
の
物
質
的
凝
縮
」
で
あ
る(3

6
)

。

彼
の
議
論
を
敷
衍
す
る
と
、
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ど

の
社
会
集
団
は
、
こ
う
し
た
特
殊
な
統
合
機
能
を
持
つ
国
家
を
「
戦
略

的
な
場
（te

rra
in

 s
tra

té
g

iq
u

e

）
」
と
し
て
権
力
闘
争
を
行
い
、
そ
の
過

程
で
集
団
の
組
織
化
を
行
う
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
力
関
係
が
国
家
を

つ
う
じ
て
「
凝
集
」
さ
れ
、
諸
制
度
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
構
造
化
さ

れ
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
社
会
制
度
の
多
元

性
を
一
つ
の
構
造
へ
と
縮
減
す
る
国
家
の
機
能
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

 

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
資
本
主
義
と
は
、
資
本

蓄
積
を
自
己
目
的
と
し
た
「
物
象
化
」
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、

既
存
の
共
同
体
を
解
体
し
て
労
働
力
と
い
う
商
品
を
析
出
す
る
。
そ
の

一
方
で
、
市
場
内
部
で
労
働
力
の
担
い
手
で
あ
る
人
間
を
自
由
に
維

持
・
再
生
産
で
き
な
い
以
上
、
市
場
外
部
の
社
会
関
係
に
お
い
て
物
理

的
・
規
範
的
な
「
再
生
産
」
を
担
保
し
な
け
れ
ば
長
期
的
に
存
続
で
き

な
い
、
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。「
脱
商
品
化
」
は
、
こ
う
し
た
要

請
に
応
じ
て
、
国
家
の
み
な
ら
ず
社
会
に
ま
た
が
る
多
様
な
諸
制
度
に

担
わ
れ
る
。
そ
の
機
能
は
物
質
的
水
準
の
み
な
ら
ず
、
規
範
的
水
準
に

お
い
て
―
―
す
な
わ
ち
、
労
働
力
商
品
と
し
て
既
存
の
社
会
的
紐
帯
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
個
人
に
、
文
化
的
な
「
帰
属
」
の
場
を
提
供
し
、
独

立
し
た
人
格
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
、

と
い
う
機
能
に
お
い
て
―
―
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
脱
商
品

化
」
の
あ
り
方
は
、
社
会
内
部
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
家
を
「
戦
略
的
な
場
」
と
す
る
社
会
集
団
間
の
権
力
闘
争
と
組
織
化

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
や
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
が
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
業
に
基
づ
く
家
族
、
職
業
集
団
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
な
ど
は
、
資
本
主
義
の
進
展
と
と
も
に
解
体
さ
れ
る
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の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
再
強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
み

合
わ
せ
は
、
階
級
構
造
に
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
階
級
を
含
め
た

社
会
集
団
間
の
権
力
関
係
を
反
映
し
、
最
終
的
に
国
家
を
つ
う
じ
て
制

度
化
さ
れ
、
構
造
化
さ
れ
る
。 

 

３ 

二
十
世
紀
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ 

 

以
上
の
よ
う
に
「
脱
商
品
化
」
概
念
を
把
握
し
た
場
合
、
二
十
世
紀

の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
特
徴
は
ど
う
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
階
級
間
妥
協
を
経
た
「
国

民
化
」
の
産
物
と
し
て
、
す
な
わ
ち
階
級
か
ら
国
民
全
体
へ
と
社
会
的

平
等
、
あ
る
い
は
市
場
へ
の
依
存
を
軽
減
す
る
権
利
が
拡
大
し
た
も
の

と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
（
マ
ー
シ
ャ
ル
、
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ

ン
）
。
し
か
し
上
記
の
「
脱
商
品
化
」
概
念
に
基
づ
け
ば
、
こ
う
し
た
理

解
に
は
い
く
つ
か
の
修
正
が
必
要
と
な
る
。 

 

第
一
に
、
そ
れ
は
「
国
民
」
全
体
を
包
含
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
階

級
以
外
の
様
々
な
社
会
的
権
力
関
係
を
反
映
し
、
一
定
層
の
排
除
や
差

別
的
規
範
を
構
造
的
に
組
み
込
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ

ン
理
論
の
代
表
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
グ
リ
エ
ッ
タ
は
二
十
世
紀
の
「
賃
労

働
者
社
会
（s

o
c

ié
té

 s
a

la
ria

le

）
」
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。「
賃
労
働
者

社
会
は
規
格
化
（n

o
rm

a
lis

a
tio

n

）
に
基
づ
い
て
い
る
。
法
は
同
質
化
を

お
し
す
す
め
る
。
そ
れ
は
等
価
関
係
を
強
調
す
る
。
規
格
化
は
区
分
け

し
、
場
所
を
定
め
、
諸
個
人
を
様
々
な
機
能
に
振
り
分
け
、
集
団
を
階

層
化
し
、
多
様
な
役
割
を
与
え
る
」(3

7
)

。
二
十
世
紀
の
「
社
会
的
市

民
権
（c

ito
y

e
n

n
e

té
 s

o
c

ia
le

）
」
は
、
労
使
階
級
間
の
妥
協
を
背
景
と
し

て
、
賃
労
働
に
従
事
す
る
者
（
男
性
稼
得
者

）
に
事
故
・
病
気
・
老
齢

な
ど
の
リ
ス
ク
か
ら
の
保
護
を
も
た
ら
し
た(3

8
)

。
そ
の
一
方
で
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
差
別
に
基
づ
く
家
族
を
前
提
と
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
線
引
き

と
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
差
別
を
組
み
込
み
、
職
域
ご
と
の
階
層
を
再
生

産
し
、
画
一
的
な
労
働
・
消
費
・
生
活
様
式
を
個
人
に
課
し
て
き
た(3

9
)

。 

 

第
二
に
、
家
族
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
職
域
格
差
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
線
引

き
は
、「
帰
属
」
の
場
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
個
人
に
提
供
す
る
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
複
合
体
と
し
て
の
各
国
の
福
祉
レ
ジ
ー

ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
背
景
と
階
級
的
・
社
会
的
権
力
関
係
を
反
映

し
た
固
有
の
規
範
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た(4

0
)

。 

  
 

 

三 

社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
再
編
成 

 
 

 
 

 
 

―
―
「
脱
商
品
化
」
の
新
し
い
形 

  

一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
先
進
国
は
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム

型
蓄
積
体
制
の
機
能
不
全
に
直
面
し
、
資
本
主
義
の
再
編
―
―
金
融
を

中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
内
産
業
構
造
の
転
換
―
―
が
開
始
さ

れ
る
。
こ
の
動
き
は
従
来
の
階
級
・
社
会
集
団
間
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
を

変
化
さ
せ
、
八
〇
年
代
以
降
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
い
直
し

が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
問
い
直
し
は
二
つ
の
異
な
る
流
れ
に
区

分
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

第
一
は
「
再
商
品
化
（re

-c
o

m
m

o
d

ific
a

tio
n

）
」
の
進
展
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
再
編
と
労
使
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
、
二
十
世

紀
の
福
祉
国
家
に
体
現
さ
れ
た
「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
均
衡
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は
、「
商
品
化
」
の
優
位
へ
と
移
行
す
る
。
先
進
諸
国
で
は
資
本
移
動
の

自
由
化
、
産
業
規
制
・
労
働
保
護
の
縮
小
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
民
営
化
、

公
的
支
出
の
抑
制
な
ど
と
並
行
し
て
、
従
来
の
受
動
的
で
画
一
的
な
社

会
給
付
が
雇
用
拡
大
と
経
済
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
、
と
見
な
さ
れ
て

い
く
。
福
祉
政
策
の
目
的
は
、
市
場
か
ら
の
一
時
的
な
離
脱
を
保
障
す

る
「
脱
商
品
化
」
か
ら
、
就
労
教
育
・
就
労
支
援
を
通
じ
て
人
々
を
労

働
市
場
へ
と
再
参
入
さ
せ
る
こ
と
、
ポ
ー
ル
・
ピ
ア
ソ
ン
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
「
再
商
品
化
」(4

1
)

へ
と
移
行
す
る(4

2
)

。 

 

「
脱
商
品
化
」
か
ら
「
再
商
品
化
」
へ
の
転
換
は
、
個
人
の
規
範
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
位
置
づ
け
と
い
う
二
つ
の
水
準
に
お
い
て
、
新
し
い

権
力
配
置
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。 

 
(1

)

家
族
形
態
や
生
活
様
式
の
多
様
化
、
雇
用
の
流
動
化
は
、
リ
ス
ク

の
個
人
化
を
促
進
す
る
。
も
は
や
個
人
は
、
病
気
・
労
災
・
老
齢
な
ど

の
画
一
的
な
リ
ス
ク
か
ら
保
護
さ
れ
る
客
体
で
は
な
く
、
自
ら
個
別
的

リ
ス
ク
に
対
処
す
る
責
任
を
負
っ
た
主
体
と
見
な
さ
れ
て
い
く(4

3
)

。

個
人
は
、
受
動
的
な
権
利
の
保
持
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
の
有
用
性

を
社
会
に
対
し
て
示
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
義
務
を
負
う
「
能
動
的

（a
c

tiv
e

）
」
市
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ

ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
福
祉
国
家
再
編
に
お
い
て
「
契
約
」
と
い
う

概
念
が
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
社
会
と
個
人
が
相
互
に
義
務

を
担
い
合
う
、
と
い
う
含
意
が
あ
る
か
ら
で
あ
る(4

4
)

。
ギ
デ
ン
ズ
や

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ン
ズ
ロ
は
、
個
人
が
社
会
と
の
交
渉
の
中
で
自
ら
の
役

割
を
再
発
見
し
、
自
己
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
営
み
を
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（p

ro
je

t

）
」
、「
自
己
の
再
帰
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（re

fle
x

iv
e

 p
ro

je
c

t 

o
f th

e
 s

e
lf

）
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る(4

5
)

。
も
は
や
個
人
は
社

会
か
ら
「
規
格
化
」
さ
れ
た
役
割
を
付
与
さ
れ
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
保

護
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。
社
会
と
の
絶
え
ざ
る
交
渉

に
よ
っ
て
自
己
に
適
し
た
役
割
と
義
務
を
そ
の
都
度
発
見
し
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
ら
構
築
し
な
お
し
て
い
く
べ
き
存
在
と
な
る
。 

 
(2

)

こ
う
し
た
能
動
的
な
モ
ラ
ル
を
内
面
化
し
た
主
体
を
育
成
し
、
そ

の
帰
属
と
承
認
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
、
家
族
、
地
域
社
会
、
非
営

利
団
体
な
ど
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
役
割
が
あ
ら
た
め
て
重
視
さ
れ

る(4
6

)

。
近
年
貧
困
に
代
わ
っ
て
「
社
会
的
排
除
」
と
い
う
語
が
一
般

化
し
、
社
会
的
「
包
摂
（in

c
lu

s
io

n

）
」
が
福
祉
政
策
の
最
も
重
要
な
課

題
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
で
は
、
個
人

を
能
動
的
主
体
へ
と
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
再
配
分
を
行
う
よ
り
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
個
人
を
包
摂
し
、
そ
の
「
社
会
化
」
を
通
じ
て
自
律

し
た
主
体
へ
と
陶
冶
す
る
こ
と
―
―
具
体
的
に
は
就
労
意
欲
や
自
己
規

律
能
力
の
獲
得
を
支
援
す
る
こ
と
―
―
が
重
視
さ
れ
る(4

7
)

。
こ
う
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
け
る
権
利
・
義
務
の
均
衡
の
強
調
は
、
し
ば

し
ば
「
義
務
を
果
た
さ
な
い
」
移
民
や
難
民
に
対
す
る
排
外
運
動
と
も

結
び
つ
く(4

8
)

。 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
再
商
品
化
」
の
進
展
は
、
国
家
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
役
割
を
定
義
し
な
お
し
、
個
人
の
自
己
「
再
帰
的
（
反
省
的
）
」
能
力

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
規
範
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
新
た

な
産
業
構
造
に
合
わ
せ
て
自
ら
調
整
す
る
よ
う
促
し
、
こ
れ
ら
を
同
一

の
権
力
配
置
の
下
に
位
置
づ
け
る
。 

 

第
二
に
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
い
直
し
は
、
労
使
階
級
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以
外
の
社
会
的
な
権
力
関
係
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
周
知
の

よ
う
に
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
バ
ー
マ
ス
や
ク
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ
フ
ェ
は
、
戦
後

の
社
会
国
家
が
個
々
人
の
日
常
生
活
を
統
制
し
、
管
理
す
る
権
力
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
そ
れ
は
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
指
摘

し
た
よ
う
に
「
事
態
を
個
別
に
解
体
し
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
し
、
監
視
す

る
実
践
と
結
び
つ
い
て
い
る
」(4

9
)

。
新
し
い
中
産
階
級
を
中
心
に
担

わ
れ
る
権
力
闘
争
は
、
生
活
様
式
、
自
己
実
現
、
参
加
、
文
化
的
権
利

（
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
文
化
的
少
数
派
の
認
知
）

を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る(5

0
)

。
実
際
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

に
か
け
て
、
既
存
の
「
規
格
化
」
さ
れ
た
労
働
・
消
費
・
生
活
様
式
に

対
す
る
批
判
運
動
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
差
別
に
対
抗
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

運
動
、
生
産
至
上
主
義
を
批
判
す
る
公
害
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
な
ど
、

「
新
し
い
社
会
運
動
」
と
よ
ば
れ
る
紛
争
が
噴
出
し
た
。
そ
の
代
表
的

理
論
家
ア
ル
ベ
ル
ト
・
メ
ル
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
情
報
や
知
識
が
価
値
を

生
み
出
す
今
日
の
社
会
で
は
、
個
人
が
自
ら
の
役
割
を
「
自
己
再
帰
的

（s
e

lf-re
fle

x
iv

e

）
」
に
調
節
し
、
社
会
に
「
適
応
」
す
る
よ
う
促
す
権

力
が
拡
大
し
、
個
々
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
感
情
・
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
へ
の
統
制
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。
一
方
個
人
は
、
社
会

関
係
や
生
の
意
味
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
ら
の
手
で
再
獲
得
す
る

た
め
に
、
こ
の
自
己
再
帰
的
（
反
省
的
）
能
力
を
能
動
的
に
活
用
す
る
。

内

面

へ

の

統

制

拡

大

と

自

己

選

択

能

力

の

拡

大

と

い

う

「

個

人

化

（in
d

iv
id

u
a

liz
a

tio
n

）
」
の
二
重
の
性
質
か
ら
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

を
め
ぐ
る
闘
争
こ
そ
が
、
現
代
社
会
の
主
要
な
紛
争
形
態
と
な
る
、
と

い
う(5

1
)

。
九
〇
年
代
以
降
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
延
長
上
に
「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
、
「
承
認
を
め
ぐ
る
政
治
」
が
展
開
さ
れ
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
抑
圧
撤
廃
や
承
認
が
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
の
問
題
と
し
て
問
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
冒
頭
で
指
摘
し

た
と
お
り
で
あ
る(5

2
)

。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
「
脱
物
質
主
義
的
」
、
「
文
化
的
」
な
運

動
と
捉
え
る
だ
け
で
は
、
な
お
十
分
な
理
解
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る(5

3
)

。
メ
ル
ッ
チ
も
言
う
と
お
り
、「
自
己
再
帰
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
時
間
を
か
け
て
形
成
し
た
り
、
維
持
し
た
り
、
変
容
し
た

り
す
る
に
は
、
支
配
や
抑
圧
か
ら
自
由
な
社
会
空
間
が
要
求
さ
れ
る
」

(5
4

)

。
こ
う
し
た
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
が
社
会
の
中
に

自
ず
と
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
を
創
出
し
維
持
す
る

た
め
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
先
立
つ
運
動
資
源
が
必
要
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
社

会
運
動
論
は
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
行
為
、
脱

物
質
主
義
的
価
値
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
物
質
的
再
分

配
、
構
造
的
不
平
等
な
ど
に
も
か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(5

5
)

。 

 

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
の
展
開
と
と
も
に
、

先
進
諸
国
で
は
「
再
商
品
化
」
が
進
展
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
や

個
々
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
編
成
し
な
お
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の

社
会
運
動
に
代
わ
っ
て
、
今
日
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
・
失
業
・
ホ
ー

ム
レ
ス
問
題
、
移
民
の
排
除
問
題
、
身
障
者
運
動
、
オ
ル
タ
ー
・
グ
ロ

ー
バ
ル
化
運
動
な
ど
、
物
質
的
再
配
分
と
「
承
認
」「
帰
属
」
の
両
者
に

か
か
わ
る
運
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。
戦
後
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
に
は
ら
ま
れ
た
差
別
や
規
格
化
を
批
判
す
る
運
動
は
、
今
日
で
は
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「
再
商
品
化
」
に
と
も
な
う
財
の
配
分
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
編

成
に
対
抗
す
る
「
脱
商
品
化
」
運
動
と
し
て
凝
集
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。 

 

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
唱
え
る
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
は
、

新
た
な
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
概
念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
目
的
を
追
求
す
る
企
て
が
多
数
存
在
し
、
相
異

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
概
念
が
存
在
し
て
い
て
、
各
人
め
い
め
い
そ
れ

ら
の
企
て
に
参
画
し
、
善
の
概
念
と
か
か
わ
り
を
も
つ
け
れ
ど
も
…
『
レ

ス
・
プ
ブ
リ
カ
』
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
る
諸
規
則
に
従
う
こ
と
を
受
諾

す
る
よ
う
な
、
諸
人
格
が
共
有
す
る
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」(5

6
)

。

ム
フ
に
よ
れ
ば
、
社
会
関
係
の
商
品
化
・
官
僚
制
化
に
対
抗
す
る
運
動

は
、
差
異
や
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
創
出
を
求
め
て
、
自
由
民
主

主
義
と
い
う
共
通
の
「
倫
理
―
政
治
的
価
値
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」

の
下
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
敵
対
性
を
社
会
の
中
に
生
み
出
し
つ
づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う(5
7

)

。 

 

し
か
し
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
敵
対
性
の
複
数
化
・
多
元
化
や
自

由
民
主
主
義
へ
の
抽
象
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、

実
効
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
も
た
ら
す
の
に
十
分
と
は
言
え
な
い
。

差
異
や
多
元
性
を
涵
養
し
、
各
人
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

の
機
会
を
拡
張
す
る
た
め
に
こ
そ
、
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
求

め
る
運
動
は
、「
再
商
品
化
」
に
対
抗
す
る
新
し
い
「
脱
商
品
化
」
概
念

の
下
に
包
摂
さ
れ
、
政
治
的
に
組
織
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
運
動
は
、
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
元
化
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
紐
帯
の
意
味
、
労
働
や
生
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
り
選
択
し

た
り
す
る
た
め
に
、
従
来
の
差
別
・
排
除
構
造
を
越
え
て
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
個
人
に
基
本
的
な
生
活
財
、
就
労
能
力
、
教
育
、
社
会
関
係

資
本
、
政
治
的
資
源
の
配
分
を
求
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う(5

8
)

。 

  
 

 

四 

新
し
い
政
治
的
対
抗
軸 

  

本
稿
で
は
、
資
本
主
義
と
い
う
「
物
象
化
」
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

下
で
、「
商
品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
組
み
合
わ
せ
を
め
ぐ
る
永
続
的

な
権
力
闘
争
が
は
ら
ま
れ
続
け
る
こ
と
、「
脱
商
品
化
」
と
は
、
物
質
的

水
準
と
規
範
的
水
準
の
両
方
に
拡
張
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、「
商

品
化
」
と
「
脱
商
品
化
」
の
組
み
合
わ
せ
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
労
使
階

級
の
み
な
ら
ず
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
権
力
関
係
の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
国
家
を
「
戦
略

的
な
場
」
と
す
る
闘
争
を
経
て
制
度
化
さ
れ
、
構
造
化
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
今
日
の
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
再
編
に
見
ら
れ
る
二

つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
文
化
的
差
異
や
多
元
性
の
要
求
と
、
物
質
的
再

配
分
の
問
い
直
し
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
の
展
開
を
背
景
と
し

た
「
再
商
品
化
」
と
新
し
い
「
脱
商
品
化
」
の
対
抗
軸
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
国
家
・
社
会
集
団
・
個
人
の
規

範
お
よ
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
編
成
を
め
ぐ
る
権
力
的
対
抗
と
し
て

理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
今
後
の
新
し
い
政
治
的

対
抗
軸
に
関
す
る
暫
定
的
な
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
で
本
稿
を
終
え
た

い
。 
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一
方
の
軸
に
位
置
す
る
の
は
、
資
本
主
義
の
再
編
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

ポ
ス
ト
工
業
化
、
「
知
識
基
盤
型
経
済
」
）
へ
の
「
適
応
」
を
目
的
と
し

た
人
的
資
本
へ
の
投
資
と
そ
の
育
成
、
す
な
わ
ち
「
再
商
品
化
」
を
最

優
先
す
る
勢
力
で
あ
る
。
個
々
人
の
就
労
能
力
・
職
業
倫
理
・
自
己
規

律
・
自
己
責
任
を
育
成
す
る
た
め
に
、
家
族
、
学
校
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
非
営
利
団
体
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
言
う
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
装
置
」
）
を
動
員
し
、
個
々
人
へ
の
働
き
か
け
を
最
大
化
す
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
る
。
国
家
の
役
割
は
縮
小
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
適
応
、
企
業
の
多
国
籍
化
、
国
内
の
規
制
緩
和
、

バ
イ
オ
・
金
融
・
情
報
な
ど
の
新
産
業
に
お
け
る
研
究
開
発
（
産
学
連

携
）
、
人
的
資
本
の
育
成
（
競
争
的
教
育
政
策
）
に
お
い
て
、
よ
り
一
層

重
要
と
な
る
。 

 

も
う
一
方
の
軸
に
位
置
す
る
の
は
、
個
人
に
よ
る
文
化
・
伝
統
の
再

解
釈
、
規
範
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
自
己
選
択
を
重
視
す
る
勢
力
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
の
意
味
、
生
活
の
質
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ネ

イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
線
引
き
と
差
別
を
問
い
直
す
運
動
を
重
視
し
、
そ
れ

ら
を
促
進
す
る
た
め
に
、
個
々
人
の
就
労
能
力
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

基
本
的
な
生
活
財
の
配
分
、
社
会
関
係
資
本
の
強
化
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
、
非
営
利
活
動
へ
の
補
助
）
、
政
治
参
加
の
た
め
の
資
源
の
確
保
（
労

働
時
間
の
短
縮
、
政
治
教
育
の
機
会
拡
充
等
）
を
目
指
す
。「
再
商
品
化
」

に
対
抗
す
る
新
た
な
「
脱
商
品
化
」
は
、
単
な
る
市
場
か
ら
の
一
時
的

な
離
脱
を
「
国
民
」
に
保
障
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
記
の
多
様
な
リ

ソ
ー
ス
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
の
線
引

き
を
超
え
て
よ
り
多
く
の
個
人
に
保
障
す
る
、
と
い
う
運
動
概
念
へ
と

拡
張
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
の
勢
力
は
、
資
本
主
義
や
国
家
権
力
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
化
の

進
展
を
積
極
的
に
肯
定
し
、
こ
れ
ら
が
個
人
の
自
己
選
択
・
自
己
反
省

能
力
の
拡
張
に
つ
な
が
る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
国
家
権
力
お
よ
び
国
際
機
関
の
戦
略
的
活
用
を

目
指
し
、
階
級
を
横
断
し
た
組
織
化
に
よ
る
政
治
権
力
の
獲
得
を
志
向

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 
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r, "

T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f R
e

c
o

g
n

itio
n

"
, in

 T
a

y
lo

r e
t a

l., 

M
u

ltic
u

ltu
r
a

lis
m

 
a

n
d

 
"

T
h

e
 

P
o

litic
s
 

o
f 

R
e

c
o

g
n

itio
n

"
, 

P
rin

c
e

to
n

, 

P
rin

c
e

to
n

 U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 1

9
9

2
, p

. 3
2

（
佐
々
木
毅
ほ
か
訳
『
マ
ル

チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
四
七
頁
）. 

(3
) 

Iris
 

M
a

rio
n

 
Y

o
u

n
g

, 
J

u
s
tic

e
 

a
n

d
 

th
e

 
P

o
litic

s
 

o
f 

D
iffe

re
n

c
e

, 

P
rin

c
e

to
n

, P
rin

c
e

to
n

 U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 1

9
9

0
. 

(4
) 

マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
（
添
谷
育
志
、
金
田
耕
一
訳
）
『
ニ

ー
ズ
・
オ
ブ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
』
風
行
社
、
一
九
九
九
年
。 

(5
) Y

o
u

n
g

, J
u

s
tic

e
 a

n
d

 th
e

 P
o

litic
s
 o

f D
iffe

re
n

c
e

, p
p

. 8
1

-8
8

. 

(6
) 

W
ill 

K
y

m
lic

k
a

, 
M

u
ltic

u
ltu

r
a

l 
C

itiz
e

n
s
h

ip
: 

A
 
L

ib
e

r
a

l 
T

h
e

o
r
y

 

o
f M

in
o

r
ity

 R
ig

h
ts

, O
x

fo
rd

, O
x

fo
rd

 U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 1

9
9

5

（
角
田
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猛
之
ほ
か
監
訳
『
多
文
化
時
代
の
市
民
権
』
晃
洋
書
房
、
一
九
九
八
年
）; 

W
ill 

K
y

m
lic

k
a

 
a

n
d

 
W

y
n

e
 

N
o

rm
a

n
, 

C
itiz

e
n

s
h

ip
 

in
 

D
iv

e
r
s
e

 

S
o

c
ie

tie
s
, O

x
fo

rd
, O

x
fo

rd
 U

n
iv

e
rs

ity
 P

re
s
s
, 2

0
0

2
. 

(7
) 

各
国
の
福
祉
改
革
と
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
動
向
を
概

観

し

た

も

の

と

し

て

以

下

を

参

照

。

J
o

e
l 

F
. 

H
a

n
d

le
r, 

S
o

c
ia

l 

C
itiz

e
n

s
h

ip
 

a
n

d
 

W
o

r
k

fa
re

 
in

 
th

e
 

U
n

ite
d

 
S

ta
te

s
 

a
n

d
 

W
e

s
te

r
n

 

E
u

ro
p

e
: 

th
e

 
P

a
r
a

d
o

x
 

o
f 

In
c

lu
s
io

n
, 

C
a

m
b

rid
g

e
, 

C
a

m
b

rid
g

e
 

U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 2

0
0

4
. 

邦
語
で
は
、
田
村
哲
樹
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
と
福
祉
改
革
」『
法
政
論
集
』
二
一
七
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
三
―

三
六
八
頁; 

武
川
正
吾
編
『
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇

七
年
な
ど
。
な
お
国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

を
め
ぐ
る
議
論
は
、
本
稿
で
は
末
尾
で
補
足
的
に
し
か
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

(8
) R

e
b

e
c

c
a

 M
. B

la
n

k
 a

n
d

 R
o

n
 H

a
s
k

in
s
 e

d
s
., 

T
h

e
 N

e
w

 W
o

r
ld

 o
f 

W
e

fa
re

, W
a

s
h

in
g

to
n

, B
ro

o
k

in
g

s
 In

s
titu

tio
n

 P
re

s
s
, 2

0
0

1
. 

(9
) 

一
九
九
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
政
策
の
変
化
を
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。C

o
lin

 
C

ro
u

c
h

, 

K
la

u
s
 E

d
e

r, a
n

d
 D

a
m

ia
n

 T
a

m
b

in
i, 

C
itiz

e
n

s
h

ip
, M

a
r
k

e
ts

, a
n

d
 th

e
 

S
ta

te
, O

x
fo

rd
, O

x
fo

rd
 U

n
iv

e
rs

ity
 P

re
s
s
, 2

0
0

1
. 

(1
0

) 
A

n
th

o
n

y
 

G
id

d
e

n
s
, 

T
h

e
 

T
h

ir
d

 
W

a
y

: 
th

e
 

R
e

n
e

w
a

l 
o

f 
S

o
c

ia
l 

D
e

m
o

c
r
a

c
y

, C
a

m
b

rid
g

e
, P

o
lity

 P
re

s
s
, 1

9
9

9
, p

. 6
5

. 

(1
1

) R
u

th
 L

e
v

ita
s
, T

h
e

 In
c

lu
s
iv

e
 S

o
c

ie
ty

?
: S

o
c

ia
l E

x
c

lu
s
io

n
 a

n
d

 

N
e

w
 

L
a

b
o

u
r, 

2
n

d 
e

d
., 

B
a

s
in

g
s
to

k
e

, 
P

a
lg

ra
v

e
 

M
a

c
m

illa
n

, 
2

0
0

5
.; 

R
u

th
 L

is
te

r, 

“In
c

lu
s
iv

e
 C

itiz
e

n
s
h

ip
: R

e
a

liz
in

g
 th

e
 P

o
te

n
tia

l

”, 

C
itiz

e
n

s
h

ip
 S

tu
d

ie
s
, v

o
l. 1

1
, n

o
. 1

, 2
0

0
7

, p
p

. 4
9

-6
1

. 

コ
ミ
ュ
ニ
タ

リ
ア
ン
の
影
響
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
以
下
が
あ
る
。H

a
rtle

y
 D

e
a

n
, 

“C
itiz

e
n

s
h

ip

”, in
 M

a
rtin

 P
o

w
e

ll e
d

., N
e

w
 L

a
b

o
u

r, N
e

w
 W

e
lfa

re
 

S
ta

te
?

: th
e

 "
T

h
ird

 W
a

y
"

, in
 B

r
itis

h
 S

o
c

ia
l P

o
lic

y
, B

ris
to

l, P
o

lic
y

 

P
re

s
s
, 1

9
9

9
, p

p
. 2

1
3

-2
3

3
. 

(1
2

) 

文
化
的
多
元
性
と
物
質
的
再
配
分
の
ど
ち
ら
が
重
要
で
あ
る
の

か
を
め
ぐ
っ
て
は
、N

. 

フ
レ
イ
ザ
ー
と

A
. 

ホ
ネ
ッ
ト
の
間
で
論
争
が

な
さ
れ
て
い
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
は
ヤ
ン
グ
の
「
差
異
の
政
治
」
論
、
ホ

ネ
ッ
ト
の
「
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
」
論
を
批
判
し
、
こ
れ
ら
が
集
団
の

文
化
的
差
異
を
特
権
視
す
る
一
方
、
物
質
的
財
の
配
分
を
め
ぐ
る
不
公

正
（
所
得
再
配
分
、
労
働
の
組
織
化
、
投
資
の
民
主
的
決
定
、
経
済
構

造

）

を

軽

視

し

て

い

る

、

と

指

摘

す

る

（N
a

n
c

y
 

F
ra

s
e

r, 
J

u
s
tic

e
 

In
te

r
r
u

p
tu

s
: C

r
itic

a
l R

e
fle

c
tio

n
s
 o

n
 th

e
 "

P
o

s
ts

o
c

ia
lis

t"
 C

o
n

d
itio

n
, 

N
e

w
 Y

o
rk

, R
o

u
tle

d
g

e
, 1

9
9

7
, p

. 1
1

, p
. 1

4
, p

. 2
0

2
 [

仲
正
昌
樹
監
訳

『
中
断
さ
れ
た
正
義
―
「
ポ
ス
ト
社
会
主
義
的
」
条
件
を
め
ぐ
る
批
判

的
省
察
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
頁
、
二
六
頁
、
三
〇

六
頁]

）
。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
社
会
秩
序
と
は
文
化
的
不
公
正
と

経
済
的
不
公
正
と
い
う
二
つ
の
権
力
関
係
の
複
合
体
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
「
背
後
に
あ
る
生
成
枠
組
み
（u

n
d

e
rly

in
g

 g
e

n
e

ra
tiv

e
 fra

m
e

w
o

rk

）
」

自
体
を
組
み
替
え
、「
脱
構
築
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
そ
こ

で
の
「
枠
組
み
」
＝
「
構
造
」
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
彼
女
は

詳

し

く

論

じ

て

い

な

い

（

N
a

n
c

y
 

F
ra

s
e

r 
a

n
d

 
A

x
e

l 
H

o
n

n
e

th
, 

R
e

d
is

tr
ib

u
tio

n
 

o
r
 

R
e

c
o

g
n

itio
n

?
 

A
 

P
o

litic
a

l-P
h

ilo
s
o

p
h

ic
a

l 

E
x

c
h

a
n

g
e

, N
e

w
 Y

o
rk

, V
e

rs
o

, 2
0

0
3

, p
. 6

4
, p

. 7
5

）
。
一
方
ホ
ネ
ッ
ト
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に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
闘
争
は
不
公
正
の
認
知
か
ら
始
ま
る
。「
配

分
を
め
ぐ
る
闘
争
」
に
先
立
っ
て
「
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
」
が
存
在
す

る
。
さ
ら
に
再
配
分
自
体
も
社
会
的
な
「
承
認
」
の
一
形
態
に
す
ぎ
な

い
。 

(1
3

) T
. H

. M
a

rs
h

a
ll, “

C
itiz

e
n

s
h

ip
 a

n
d

 S
o

c
ia

l C
la

s
s
”

, in
 M

a
rs

h
a

ll, 

C
la

s
s
, 

C
itiz

e
n

s
h

ip
, 

a
n

d
 

S
o

c
ia

l 
D

e
v

e
lo

p
m

e
n

t, 
N

e
w

 
Y

o
rk

, 

D
o

u
b

le
d

a
y

 a
n

d
 C

o
m

p
a

n
y

, In
c

., 1
9

6
4

, p
p

. 6
5

-1
2

2

（
岩
崎
信
彦
、
中

村
健
吾
訳
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
社
会
階
級
―
近
現
代
を
総
括
す
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
三
年
所
収
）. 

(1
4

) 

こ
の
ほ
か
に
オ
ッ
フ
ェ
も
「
脱
商
品
化
」
と
い
う
概
念
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
用
い
て
い
る
（
ク
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ
フ
ェ
（
寿
福
真
美
編
訳
）

『
後
期
資
本
制
社
会
シ
ス
テ
ム
―
資
本
制
的
民
主
制
の
諸
制
度
』
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
八
年
、
九
三
―
一
一
三
頁
）
。
彼
は
①
社
会
給
付

の
受
給
者
、
被
保
護
者
（
学
生
、
主
婦
、
年
金
受
給
者
、
失
業
者
な
ど
）
、

②
価
値
増
殖
過
程
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
労
働
者
（
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
・

販
売
業
者
、
管
理
職
、
官
僚
）
、
③
国
家
イ
ン
フ
ラ
従
事
者
（
病
院
、
学

校
な
ど
）
の
拡
大
を
「
脱
商
品
化
」
領
域
の
拡
大
と
称
し
、
「
商
品
化
」

を
原
理
と
す
る
資
本
制
シ
ス
テ
ム
と
の
矛
盾
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
し

か
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
官
僚
層
の
労
働
を
も
「
脱
商
品
化
」
労
働
に
含

め
る
こ
と
は
、
概
念
を
拡
張
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

(1
5

) 
G

o
s
ta

 
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

T
h

e
 

T
h

re
e

 
W

o
r
ld

s
 

o
f 

W
e

lfa
re

 

C
a

p
ita

lis
m

, C
a

m
b

rid
g

e
, P

o
lity

 P
re

s
s
, 1

9
9

0
, p

. 3
7

（
岡
沢
憲
芙
、
宮

本
太
郎
監
訳
『
福
祉
資
本
主
義
の
三
つ
の
世
界
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
一
年
、
四
一
頁
）. 

(1
6

) G
o

s
ta

 E
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, P

o
litic

s
 a

g
a

in
s
t M

a
r
k

e
ts

: th
e

 S
o

c
ia

l 

D
e

m
o

c
r
a

tic
 R

o
a

d
 to

 P
o

w
e

r, P
rin

c
e

to
n

, P
rin

c
e

to
n

 U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 

1
9

8
5

, p
. 2

0
, p

. 2
7

. 

(1
7

) 

た
と
え
ば
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
は
、
民
主
主
義
が
「
資
本
主
義
経
済
の
利

潤
」
追
求
に
制
約
さ
れ
る
と
論
じ
る
（B

o
b

 
J
e

s
s
o

p
, 

S
ta

te
 

T
h

e
o

r
y

: 

P
u

ttin
g

 th
e

 C
a

p
ita

lis
t S

ta
te

 in
 its

 P
la

c
e

, C
a

m
b

rid
g

e
, P

o
lity

 P
re

s
s
, 

1
9

9
0

, p
. 1

8
9

 [

中
谷
義
和
訳
『
国
家
理
論
―
資
本
主
義
国
家
を
中
心
に
』

御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
七
七
頁]

）
。
ヒ
ル
シ
ュ
の
場
合
、

「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
」
は
「
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
所
有
関
係
」

の
課
す
「
限
界
に
直
面
」
し
て
い
る
が
、
両
者
の
結
び
つ
き
は
「
論
理

的
な
い
し
構
造
的
に
必
然
的
で
あ
る
と
は
と
う
て
い
言
い
が
た
」
く
、

根
本
的
な
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
、
と
さ
れ
る
（
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヒ
ル
シ

ュ
（
表
弘
一
郎
ほ
か
訳
）『
国
家
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
帝
国
主
義
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
七
五
頁
）
。 

(1
8

) 
E

s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

P
o

litic
s
 

a
g

a
in

s
t 

M
a

r
k

e
ts

, 
p

p
. 

1
4

6
-1

4
7

; 

E
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, T

h
e

 T
h

re
e

 W
o

r
ld

s
 o

f W
e

lfa
re

 C
a

p
ita

lis
m

, p
. 1

6

（
邦
訳
、
一
六
頁
）. 

(1
9

) E
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, P

o
litic

s
 a

g
a

in
s
t M

a
r
k

e
ts

, p
. 3

2
, p

. 1
4

8
. 

(2
0

) 
G

o
s
ta

 
E

s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

W
la

te
r 

K
o

rp
i, 

“
S

o
c

ia
l 

P
o

lid
y

 
a

s
 

C
la

s
s
 

P
o

litic
s
 

in
 

P
s
o

t-W
a

r 
C

o
m

m
u

n
is

m
 : 

S
c

a
n

d
in

a
v

ia
,A

u
s
tria

, 

a
n

d
o

 
G

e
m

a
n

y
”

, 
J
o

h
n

 
N

. 
G

o
ld

th
ro

p
e

 
e

d
., 

O
rd

e
r
 

a
n

d
 

C
o

n
flic

t 
in

 

C
o

n
te

m
p

o
r
a

r
y

 
C

a
p

ita
lis

m
, 

O
x

fo
rd

, 
C

la
re

n
d

o
n

 
P

re
s
s
, 

1
9

8
4

, 
p

p
. 

1
7

9
-2

0
8

; 
E

s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

T
h

e
 

T
h

re
e

 
W

o
r
ld

s
 

o
f 

W
e

lfa
re

 

C
a

p
ita

lis
m

.; E
v

e
ly

n
e

 H
u

b
e

r a
n

d
 J

o
h

n
 D

. S
te

p
h

e
n

s
, 

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t 
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a
n

d
 C

r
is

is
 o

f th
e

 W
e

lfa
re

 S
ta

te
, C

h
ic

a
g

o
 a

n
d

 L
o

n
d

o
n

, U
n

iv
e

rs
ity

 

o
f C

h
ic

a
g

o
 P

re
s
s
, 2

0
0

1
. 

(2
1

) 
J
a

n
e

 
L

e
w

is
, 

“
G

e
n

d
e

r 
a

n
d

 
th

e
 

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t 

o
f 

W
e

lfa
re

 

R
e

g
im

e
s
”

, J
o

u
r
n

a
l o

f E
u

ro
p

e
a

n
 S

o
c

ia
l P

o
lic

y
, v

o
l. 2

, n
o

. 3
, 1

9
9

2
, 

p
p

. 
1

5
9

-1
7

3
; 

A
. 

O
rlo

ff, 
"

G
e

n
d

e
r 

a
n

d
 

th
e

 
S

o
c

ia
l 

R
ig

h
ts

 
o

f 

C
itiz

e
n

s
h

ip
"

, 
A

m
e

r
ic

a
l 

S
o

c
io

lo
g

ic
a

l 
R

e
v

ie
w

, 
n

o
. 

5
8

, 
1

9
9

3
, 

p
p

. 

3
0

2
-3

2
8

. 

エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
て
、

「
脱
商
品
化
」
と
「
脱
家
族
化
」
の
二
つ
を
指
標
と
し
た
福
祉
レ
ジ
ー

ム
論
を
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
、
両
者
を
別
個
の

軸
と
し
て
立
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
両
者
が
い
か
な
る
相
関
関
係
に
あ

る
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
関
す
る
先
駆

的
な
研
究
と
し
て
、
上
野
千
鶴
子
『
家
父
長
制
と
資
本
制
―
マ
ル
ク
ス

主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
地
平
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。 

(2
2

) 
F

io
n

a
 

W
illia

m
s
, 

“
S

o
c

ia
l 

R
e

la
tio

n
s
, 

W
e

lfa
re

 
a

n
d

 
th

e
 

P
o

s
t-F

o
rd

is
m

 
D

e
b

a
te

”
, 

R
o

g
e

r 
B

u
rro

w
s
 

a
n

d
 

B
ria

n
 

L
o

a
d

e
r 

e
d

s
., 

T
o

w
a

rd
s
 

a
 
P

o
s
t-F

o
rd

is
t 

W
e

lfa
re

 
S

ta
te

?
, 

L
o

n
d

o
n

 
a

n
d

 
N

e
w

 
Y

o
rk

, 

R
o

u
tle

d
g

e
, 1

9
9

4
, p

p
. 4

9
-7

3
, e

s
p

. p
p

. 5
9

-6
0

. 

(2
3

) E
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, T

h
e

 T
h

re
e

 W
o

r
ld

s
 o

f W
e

lfa
re

 C
a

p
ita

lis
m

., 

p
. 3

7

（
邦
訳
、
四
一
頁
）. C

f. J
in

g
jin

g
 H

u
o

, M
o

ira
 N

e
ls

o
n

 a
n

d
 J

o
h

n
 

D
. 

S
te

p
h

e
n

s
, 

"
D

e
c

o
m

m
o

d
ific

a
tio

n
 

a
n

d
 

A
c

tiv
a

tio
n

 
in

 
S

o
c

ia
l 

D
e

m
o

c
ra

tic
 P

o
lic

y
: R

e
s
o

lv
in

g
 th

e
 P

a
ra

d
o

x
"

, J
o

u
r
n

a
l o

f E
u

ro
p

e
a

n
 

S
o

c
ia

l P
o

lic
y

, v
o

l .1
8

, n
o

. 5
, 2

0
0

8
, p

p
. 5

-2
0

. 

(2
4

) G
ra

h
a

m
 R

o
o

m
, "

C
o

m
m

o
d

ific
a

tio
n

 a
n

d
 D

e
c

o
m

m
o

d
ific

a
tio

n
 : 

A
 
D

e
v

e
lo

p
m

e
n

ta
l 

C
ritiq

u
e

"
, 

P
o

lic
y

 
a

n
d

 
P

o
litic

s
, 

v
o

l. 
2

8
, 

n
o

. 
3

, 

2
0

0
0

, 
p

p
. 

3
3

7
-3

3
8

. 

エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
ル
ー
ム
の
批
判

に
対
し
て
、「
脱
商
品
化
」
を
多
層
的
次
元
に
拡
張
す
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
が
、「
消
費
の
た
め
の
脱
商
品
化
」（
基
礎
的
な
生
活
所
得
の
保
障
）

は

、

新

た

な

就

労

や

自

己

実

現

の

前

提

条

件

と

な

る

、

と

応

え

る

（E
s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

"
M

u
lti 

d
im

e
n

tio
n

a
l 

d
e

c
o

m
m

o
d

ific
a

tio
n

: 
a

 

re
p

ly
 to

 G
ra

h
a

m
 R

o
o

m
"

, P
o

lic
y

 a
n

d
 P

o
litic

s
, v

o
l. 2

8
, n

o
. 3

, 2
0

0
0

, 

p
p

. 3
5

3
-3

5
9

）
。
な
お
ル
ー
ム
の
批
判
を
踏
ま
え
、「
脱
商
品
化
」
を
「
社

会
的
保
護
」
か
ら
「
自
己
発
展
」
、
「
社
会
的
投
資
」
へ
と
拡
張
し
て
福

祉

国

家

比

較

を

行

っ

た

研

究

と

し

て

以

下

を

参

照

。

J
o

h
n

 
G

a
l, 

"
D

e
c

o
m

m
o

d
ific

a
tio

n
 

a
n

d
 

B
e

y
o

n
d

: 
A

 
C

o
m

p
a

ra
tiv

e
 

A
n

a
ly

s
is

 
o

f 

W
o

rk
-In

ju
ry

 
P

ro
g

ra
m

m
e

s
"

, 
J

o
u

r
n

a
l 

o
f 

E
u

ro
p

e
a

n
 

S
o

c
ia

l 
P

o
lic

y
, 

v
o

l. 1
4

, n
o

.1
, 2

0
0

4
, p

p
. 5

5
-6

9
; J

o
h

n
 H

u
d

s
o

n
 a

n
d

 S
te

fa
n

 K
ü

h
n

e
r, 

"
T

o
w

a
rd

s
 

P
ro

d
u

c
tiv

e
 

W
e

lfa
re

?
 

A
 

C
o

m
p

a
ra

tiv
e

 
A

n
a

ly
s
is

 
o

f 
2

3
 

O
E

C
D

 C
o

u
n

trie
s
"

, J
o

u
r
n

a
l o

f E
u

r
o

p
e

a
n

 S
o

c
ia

l P
o

lic
y

, v
o

l. 1
9

, n
o

. 

1
, 2

0
0

9
, p

p
. 3

4
-4

6
. 

(2
5

) 
G

o
s
ta

 
E

s
p

in
g

-A
n

d
e

rs
e

n
, 

“
A

 
W

e
lfa

re
 

S
ta

te
 

fo
r 

th
e

 

T
w

e
n

ty
-F

irs
t 

C
e

n
tu

ry
”

, 
in

 
C

h
ris

to
p

h
e

r 
P

ie
rs

o
n

 
a

n
d

n
 

F
ra

n
c

is
 

G
. 

C
a

s
tle

s
, 

T
h

e
 

W
e

lfa
re

 
S

ta
te

 
R

e
a

d
e

r
, 

2
n

d 
e

d
., 

C
a

m
b

rid
g

e
, 

P
o

lity
, 

P
re

s
s
, 2

0
0

6
, p

p
. 4

4
5

-4
4

6
. 

(2
6

) 

こ
の
論
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
田
中
拓
道
「
ど
う
な
る
、
福
祉
国
家
」
押
村
高
編
『
世
界

政
治
叢
一
〇
巻 

世
界
政
治
を
読
み
解
く
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
近
刊
）
。 

(2
7

) 

社
会
関
係
の
物
象
化
は
経
済
以
外
で
も
起
こ
り
う
る
。
ま
た
「
剰

余
価
値
」
の
領
有
に
よ
る
資
本
蓄
積
は
技
術
革
新
や
生
産
性
向
上
を
可
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能
に
し
、
労
働
者
の
生
活
水
準
を
相
対
的
に
向
上
さ
せ
う
る
。 

(2
8

) 
K

a
rl 

P
o

la
n

y
i, 

T
h

e
 

G
re

a
t 

T
r
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
, 

B
o

s
to

n
, 

B
e

a
c

o
n

 

P
re

s
s
, 2

0
0

1
, p

. 7
6

（
吉
沢
英
成
ほ
か
訳
『[

新
訳]

大
転
換
―
市
場
社
会

の
形
成
と
崩
壊
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
二
六
頁
）. 

な
お
ポ
ラ
ニ
ー

自
身
も
、
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論
と
自
身
の
擬
制
商
品
論
を
区
別
し

て
い
る
（ib

id
., p

. 7
6

 [

邦
訳
、
一
〇
二
頁]

）
。 

(2
9

) Ib
id

., p
. 1

6
4

（
邦
訳
、
二
八
四
頁
）. 

(3
0

) 

た
だ
し
近
年
ま
で
の
ポ
ラ
ニ
ー
研
究
で
は
、
文
化
的
側
面
よ
り
も

「
制
度
」
へ
の
経
済
の
埋
め
込
み
が
重
視
さ
れ
て
き
た
（M
. 

H
a

rv
e

y
, 

R
o

n
n

ie
 

R
a

m
lo

g
a

n
, 

S
a

lly
 

R
a

n
d

le
s
 

e
d

s
., 

K
a

r
l 

P
o

la
n

y
i: 

N
e

w
 

P
e

r
s
p

e
c

tiv
e

s
 o

n
 th

e
 P

la
c

e
 o

f th
e

 E
c

o
n

o
m

y
 in

 S
o

c
ie

ty
, M

a
n

c
h

e
s
te

r, 

M
a

n
c

h
e

s
te

r U
n

iv
e

rs
ity

 P
re

s
s
, 2

0
0

7
, p

p
. 9

-1
2

）
。
ポ
ラ
ニ
ー
の
議
論

を
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
と
架
橋
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
以
下
。

B
o

b
 

J
e

s
s
o

p
, 

"
R

e
g

u
la

tio
n

is
t 

a
n

d
 

A
u

to
p

o
ie

tic
is

t 
R

e
fle

c
tio

n
s
 

o
n

 

P
o

la
n

y
i's

 A
c

c
o

u
n

t o
f M

a
rk

e
t E

c
o

n
o

m
ie

s
 a

n
d

 th
e

 M
a

rk
e

t S
o

c
ie

ty
"

, 

N
e

w
 P

o
litic

a
l E

c
o

n
o

m
y

, v
o

l. 6
, n

o
. 2

, 2
0

0
1

, p
p

. 2
1

3
-2

3
2

. 

(3
1

) 

正
確
に
は
、
「
産
業
予
備
軍
」
は(1

)

不
況
時
の
失
業
者
、(2

)
農
村

か
ら
の
流
入
者
、(3

)

衰
退
産
業
の
従
事
者
、(4

)

被
救
済
民
か
ら
構
成
さ

れ
る
。 

(3
2

) 

た
と
え
ば
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
を

「
適
度
の
普
遍
主
義
と
適
度
の
人
種
主
義
／
性
差
別
主
義
と
の
緊
張
を

は
ら
ん
だ
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る

（
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス

テ
イ
ン
（
若
森
章
孝
ほ
か
訳
）『
人
種
・
国
民
・
階
級
―
揺
ら
ぐ
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
』
大
村
書
店
、
一
九
九
五
年
、
五
〇
―
五
三
頁
）
。 

(3
3

) 
L

o
u

is
 

A
lth

u
s
s
e

r, 
S

u
r
 

la
 

re
p

ro
d

u
c

tio
n

, 
P

a
ris

, 
P

re
s
s
e

s
 

U
n

iv
e

rs
ita

ire
s
 d

e
 F

ra
n

c
e

, 1
9

9
5

, p
. 1

0
7

, p
p

. 2
0

5
-2

2
9

（
西
川
長
夫
ほ

か
訳
『
再
生
産
に
つ
い
て
―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

諸
装
置
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
一
頁
、
二
五
二
―
二
七
〇
頁
）. 

(3
4

) 

た
と
え
ば
以
下
の
議
論
。A

lth
u

s
s
e

r, S
u

r
 la

 re
p

ro
d

u
c

tio
n

, o
p

. 

c
it., p

. 1
5

5

（
邦
訳
、
一
八
四
頁
）; J

e
s
s
o

p
, S

ta
te

 T
h

e
o

r
y

, p
. 2

0
9

（
邦

訳
、
三
〇
一
―
三
〇
二
頁
）. 

(3
5

) 
N

ic
o

s
 

P
o

u
la

n
tz

a
s
, 

P
o

u
v

o
ir

 
p

o
litiq

u
e

 
e

t 
c

la
s
s
e

s
 

s
o

c
ia

le
s

, 

P
a

ris
, F

ra
n

ç
o

is
 M

a
s
p

e
ro

, 1
9

6
8

, p
. 3

9
, p

. 2
0

3

（
田
口
富
久
治
、
山
岸

紘
一
訳
『
資
本
主
義
国
家
の
構
造
―
政
治
権
力
と
社
会
階
級
』
未
来
社
、

一
九
八
一
年
、
第
一
巻
、
四
一
頁
、
第
二
巻
、
九
頁
）. 

(3
6

) 
N

ic
o

s
 

P
o

u
la

n
tz

a
s
, 

L
’E

ta
t, 

le
 

p
o

u
v

o
ir, 

le
 

s
o

c
ia

lis
m

e
, 

P
a

ris
, 

P
re

s
s
e

s
 U

n
iv

e
rs

ita
ire

s
 d

e
 F

ra
n

c
e

, 1
9

7
8

, p
. 1

4
1

（
田
中
正
人
、
柳
内

隆
訳
『
国
家
・
権
力
・
社
会
主
義
』
ユ
ニ
テ
、
一
九
八
四
年
、
一
四
七

頁
）. 

(3
7

) M
ic

h
e

l A
g

lie
tta

 e
t A

n
to

n
 B

re
n

d
e

r, L
e

s
 m

é
ta

m
o

rp
h

o
s
e

s
 d

e
 la

 

s
o

c
ié

té
 s

a
la

ria
le

: L
a

 F
ra

n
c

e
 e

n
 p

ro
je

t, P
a

ris
, C

a
lm

a
n

n
-L

é
v

y
, 1

9
8

4
, 

p
. 1

3

（
斉
藤
日
出
治
ほ
か
訳
『
勤
労
者
社
会
の
転
換
―
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ

ム
か
ら
勤
労
者
民
主
制
へ
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
七
頁
）. 

(3
8

) 
R

o
b

e
rt 

C
a

s
te

l, 
L

e
s
 

m
é

ta
m

o
r
p

h
o

s
e

s
 

d
e

 
la

 
q

u
e

s
tio

n
 
s
o

c
ia

le
: 

u
n

e
 c

h
ro

n
iq

u
e

 d
u

 s
a

la
r
ia

t, P
a

ris
, G

a
llim

a
rd

, 1
9

9
9

, p
. 7

3
1

. 

(3
9

) 
M

ic
h

e
l 

A
g

lie
tta

, 
R

é
g

u
la

tio
n

 
e

t 
c

r
is

e
s
 

d
u

 
c

a
p

ita
lis

m
e

: 

l'e
x

p
é

r
ie

n
c

e
 

d
e

s
 

É
ta

ts
-U

n
is

, 
P

a
ris

, 
C

a
lm

a
n

n
-L

é
v

y
, 

1
9

7
6

, 
p

p
. 
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1
4

5
-1

4
9

（
若
森
章
孝
ほ
か
訳
『
資
本
主
義
の
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
―

政
治
経
済
学
の
刷
新
』
大
村
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
八
九
―
一
九
二

頁
）. 
リ
ピ
エ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
の
調
整
様
式
と
は
「
社
会

的
な
も
の
を
個
人
の
行
動
に
お
い
て
体
現
す
る
、
内
面
化
さ
れ
た
規
範

や
社
会
的
手
続
き
の
総
体
、
す
な
わ
ち
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
で
あ
る
（
ア
ラ

ン
・
ピ
エ
ッ
ツ
（
若
森
章
孝
、
井
上
泰
夫
訳
）『
奇
跡
と
幻
影
―
世
界
的

危
機
と

N
IC

S

』
新
評
論
、
一
九
八
七
年
、
二
六
頁
）
。
エ
ス
ピ
ン
＝
ア

ン
デ
ル
セ
ン
も
福
祉
レ
ジ
ー
ム
を
「
階
層
化
」
の
再
生
産
シ
ス
テ
ム
と

捉
え
て
い
る
。 

(4
0

) 

こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
各
国
の
政
治
・
社
会
思
想
史
を
福
祉
レ

ジ
ー
ム
形
成
史
と
い
う
観
点
か
ら
再
構
成
し
、
比
較
す
る
と
い
う
研
究

は
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
余
地
を
残
し
て
い
る
。 

(4
1

) 
P

a
u

l 
P

ie
rs

o
n

, 
“

C
o

p
in

g
 

w
ith

 
P

e
rm

a
n

e
n

t 
A

u
s
te

rity
: 

W
e

lfa
re

 

S
ta

te
 R

e
s
tru

c
tu

rin
g

 in
 A

fflu
e

n
t D

e
m

o
c

ra
tie

s
”

, in
 P

ie
rs

o
n

 e
d

., T
h

e
 

N
e

w
 

P
o

litic
s
 

o
f 

th
e

 
W

e
lfa

re
 

S
ta

te
, 

O
x

fo
rd

, 
O

x
fo

rd
 

U
n

iv
e

rs
ity

 

P
re

s
s
, 

2
0

0
1

, 
p

. 
4

2
2

. 

た
だ
し
ピ
ア
ソ
ン
は
、
経
済
成
長
と
福
祉
国
家

が
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
そ
も
そ
も
戦
後
福
祉
国
家
を
「
脱

商
品
化
」
と
い
う
指
標
で
捉
え
る
こ
と
自
体
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
部

分
が
あ
っ
た
、
と
も
述
べ
て
い
る
。 

(4
2

) 

近
年
ま
で
の
比
較
福
祉
国
家
研
究
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
「
再
商

品
化
」
と
い
う
構
図
の
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
で
は
将
来

の
方
向
性
の
選
択
を
め
ぐ
る
「
政
治
」
が
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
、
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。
田
中
拓
道
「
現
代
福
祉
国
家
理
論

の
再
検
討
」
『
思
想
』
一
〇
一
二
号
（
二
〇
〇
八
年
七
月
）
、
八
一
―
一

〇
二
頁
。 

(4
3

) 
B

ill 
J
o

rd
a

n
, 

T
h

e
 
N

e
w

 
P

o
litic

s
 
o

f 
th

e
 
W

e
lfa

re
 
S

ta
te

: 
S

o
c

ia
l 

J
u

s
tic

e
 in

 a
 G

lo
b

a
l C

o
n

te
x

t, L
o

n
d

o
n

, S
a

g
e

 P
u

b
lic

a
tio

n
s
, 1

9
9

8
, p

. 

1
1

2
ff. 

(4
4

) P
ie

rre
 R

o
s
a

n
v

a
llo

n
, L

a
 n

o
u

v
e

lle
 q

u
e

s
tio

n
 s

o
c

ia
le

: re
p

e
n

s
e

r
 

l'É
ta

t-p
ro

v
id

e
n

c
e

, P
a

ris
, S

e
u

il, 1
9

9
5

, p
p

. 1
7

8
-1

8
0

（
北
垣
徹
訳
『
連

帯
の
新
た
な
る
哲
学
―
福
祉
国
家
再
考
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、

一
八
六
―
一
八
八
頁
）. 

(4
5

) J
a

c
q

u
e

s
 D

o
n

z
e

lo
t, «

 L
’a

v
e

n
ir d

u
 s

o
c

ia
l »

, E
s
p

r
it, M

a
rs

 1
9

9
6

, 

p
. 

7
1

; 
A

n
th

o
n

y
 

G
id

d
e

n
s
, 

M
o

d
e

r
n

ity
 

a
n

d
 

S
e

lf-Id
e

n
tity

: 
S

e
lf 

a
n

d
 

S
o

c
ie

ty
 

in
 

th
e

 
L

a
te

 
M

o
d

e
r
n

 
A

g
e

, 
S

ta
n

fo
rd

, 
S

ta
n

fo
rd

 
U

n
iv

e
rs

ity
 

P
re

s
s
, 1

9
9

1
, p

. 5

（
秋
吉
美
都
ほ
か
訳
『
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
―
後
期
近
代
に
お
け
る
自
己
と
社
会
』
ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、

二
〇
〇
五
年
、
五
頁
）. 

(4
6

) 

例
と
し
て
、
ギ
デ
ン
ズ
の
『
第
三
の
道
』
に
お
け
る
「
ア
ク
テ
ィ

ヴ
な
市
民
社
会
」
論
を
参
照
（A

n
th

o
n

y
 G

id
d

e
n

s
, T

h
e

 T
h

ir
d

 W
a

y
: th

e
 

R
e

n
e

w
a

l o
f S

o
c

ia
l D

e
m

o
c

r
a

c
y

, C
a

m
b

rid
g

e
, P

o
lity

 P
re

s
s
, 1

9
9

8
, p

. 

7
8

ff.

）
。 

(4
7

) 

ル
ー
ス
・
レ
ヴ
ィ
タ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
的
排
除
」
概
念
に
は

(1
)

所
得
の
欠
如
、(2

)

道
徳
的
な
失
敗
者
（
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
）
、(3

)

労

働
市
場
か
ら
の
排
除
、
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
意
味
が
含
ま
れ
る
が
、

イ
ギ
リ
ス

の
場
合(2

)(3
)

の
意
味

が
強
か
っ

た
（R

u
th

 
L

e
v

ita
s
, 

T
h

e
 

In
c

lu
s
iv

e
 
S

o
c

ie
ty

?
: 

S
o

c
ia

l 
E

x
c

lu
s
io

n
 
a

n
d

 
N

e
w

 
L

a
b

o
u

r
, 

2
n

e
 
e

d
., 

L
o

n
d

o
n

, P
a

lg
ra

v
e

 M
a

c
m

illa
n

, 2
0

0
5

, p
p

. 7
-2

8

）
。
フ
ラ
ン
ス
の
排
除



162 

論

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

論

の

つ

な

が

り

に

つ

い

て

は

以

下

を

参

照

。

J
a

c
q

u
e

s
 D

o
n

z
e

lo
t d

ir., F
a

ire
 s

o
c

ié
té

: la
 p

o
litiq

u
e

 d
e

 la
 v

ille
 a

u
x

 

É
ta

ts
-U

n
is

 e
t e

n
 F

r
a

n
c

e
, P

a
ris

, S
e

u
il, 2

0
0

3
. 

(4
8

) 

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」
の
展
開
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
極
右
運
動
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
水
島
治
郎
「
福
祉
国
家
と
移

民
―
再
定
義
さ
れ
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
宮
本
太
郎
編
『
比
較
福
祉

政
治
―
制
度
転
換
の
ア
ク
タ
ー
と
戦
略
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
六
年
、
二
〇
六
―
二
二
六
頁
。 

(4
9

) 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
（
河
上
倫
逸
監
訳
）
『
新
た
な
る
不

透
明
性
』
松
藾
社
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
七
頁
。 

(5
0

) 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
（
丸
山
高
司
ほ
か
訳
）
『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
（
下
）
』
未
来
社
、
一
九
八
七
年
、
四
一
二

―
四
一
四
頁; 

C
la

u
s
 
O

ffe
, 

“
N

e
w

 
S

o
c

ia
l 

M
o

v
e

m
e

n
ts

: 
C

h
a

lle
n

g
in

g
 

th
e

 
B

o
u

n
d

a
rie

s
 

o
f 

In
s
titu

tio
n

a
l 

P
o

litic
s

”
, 

S
o

c
ia

l 
R

e
s
e

a
rc

h
, 

V
o

l. 

5
2

, N
o

. 4
, 1

9
8

5
, p

p
. 8

2
8

-8
2

9
. 

(5
1

) A
lb

e
rto

 M
e

lu
c

c
i, N

o
m

a
d

s
 o

f th
e

 P
re

s
e

n
t: S

o
c

ia
l M

o
v

e
m

e
n

ts
 

a
n

d
 In

d
iv

id
u

a
l N

e
e

d
s
 in

 C
o

n
te

m
p

o
r
a

r
y

 S
o

c
ie

ty
, L

o
n

d
o

n
, C

e
n

tu
ry

 

H
u

tc
h

in
s
o

n
, 1

9
8

9
, p

p
. 4

5
-4

8
, p

p
. 1

7
0

-1
7

1

（
山
之
内
靖
監
訳
『
現
在

に
生
き
る
遊
牧
民
―
新
し
い
公
共
空
間
の
創
出
に
向
け
て
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
、
四
三
―
四
六
頁
、
二
二
〇
頁
）. 

(5
2

) 

「
新
し
い
社
会
運
動
」
や
一
九
八
〇
年
代
の
民
主
化
運
動
を
受
け

て
、
九
〇
年
代
に
は
「
市
民
社
会
」
論
が
隆
盛
と
な
る
。J

e
a

n
 L

. C
o

h
e

n
, 

“
S

tra
te

g
y

 
o

r 
Id

e
n

tity
: 

N
e

w
 

T
h

e
o

re
tic

a
l 

P
a

ra
d

ig
m

s
 

a
n

d
 

C
o

n
te

m
p

o
ra

ry
 S

o
c

ia
l M

o
v

e
m

e
n

ts
”

, S
o

c
ia

l R
e

s
e

a
rc

h
, v

o
l. 5

2
, n

o
. 

4
, 

1
9

8
5

, 
p

p
. 

6
6

3
-7

1
6

; 
J
e

a
n

 
L

. 
C

o
h

e
n

 
a

n
d

 
A

n
d

re
w

 
A

ra
to

, 
C

iv
il 

S
o

c
ie

ty
 a

n
d

 P
o

litic
a

l T
h

e
o

r
y
, C

a
m

b
rid

g
e

, M
IT

 P
re

s
s
, 1

9
9

2
. 

(5
3

) 

こ
の
点
に
関
し
て
、
田
中
拓
道
「
福
祉
国
家
と
社
会
運
動
―
―
理

論
的
統
合
に
向
け
て
」
田
村
哲
樹
編
『
模
索
す
る
政
治
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
（
近
刊
）
を
参
照
。 

(5
4

) M
e

lu
c

c
i, N

o
m

a
d

s
 o

f th
e

 P
re

s
e

n
t, p

. 1
7

2

（
邦
訳
、
二
二
三
頁
）. 

な
お
、
ギ
デ
ン
ズ
や
ベ
ッ
ク
な
ど
の
社
会
学
者
は
、
近
代
の
進
展
に
と

も
な
う
集
合
的
確
実
性
の
消
失
と
「
リ
ス
ク
社
会
」
化
が
、
「
個
人
化
」

「
自
己
再
帰
化
」
を
不
可
避
に
導
く
と
想
定
し
て
お
り
、
そ
こ
に
内
在

す
る
二
重
の
意
味
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（c
f. 

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
、
ス
コ
ッ

ト
・
ラ
ッ
シ
ュ
『
再
帰
的
近
代
化
―
―
近
現
代
に
お
け
る
政
治
、
伝
統
、

美
的
原
理
』
而
立
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
〇
頁
以
下
）
。
し
た
が
っ
て
、

彼
ら
の
理
論
で
は
、
本
稿
で
挙
げ
た
第
一
の
流
れ
と
第
二
の
流
れ
を
分

節
化
す
る
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
ず
、「
個
人
化
」
の
中
身
が
両
者
の
権

力
闘
争
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
、
と
い
う
点
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。 

(5
5

) G
re

g
 M

a
rtin

, “
S

o
c

ia
l M

o
v

e
m

e
n

ts
, W

e
lfa

re
 a

n
d

 S
o

c
ia

l P
o

lic
y

: 

a
 c

ritic
a

l a
n

a
ly

s
is

”
, C

r
itic

a
l S

o
c

ia
l P

o
lic

y
, v

o
l. 2

1
, n

o
. 3

, 2
0

0
1

, p
. 

3
6

9
. 

(5
6

) C
h

a
n

ta
l M

o
u

ffe
, T

h
e

 R
e

tu
r
n

 o
f th

e
 P

o
litic

a
l, L

o
n

d
o

n
, V

e
rs

o
, 

1
9

9
3

, 
p

. 
6

9

（
千
葉
眞
ほ
か
訳
『
政
治
的
な
る
も
の
の
再
興
』
日
本
経

済
評
論
社
、
一
九
九
八
年
、
一
四
〇
頁
）. 

(5
7

) 
Ib

id
.

；E
rn

e
s
to

 
L

a
c

la
u

 
a

n
d

 
C

h
a

n
ta

l 
M

o
u

ffe
, 

H
e

g
e

m
o

n
y

 
a

n
d
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S
o

c
ia

lis
t 

S
tr

a
te

g
y

: 
to

w
a

rd
s
 

a
 

R
a

d
ic

a
l 

D
e

m
o

c
r
a

tic
 

P
o

litic
s

, 
2

n
d

 

e
d

., L
o

n
d

o
n

, V
e

rs
o

, 2
0

0
1

, p
. 1

6
4

-1
6

5

（
山
崎
カ
ヲ
ル
、
石
澤
武
訳
『
ポ

ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
と
政
治
―
根
源
的
民
主
主
義
の
た
め
に
』
大
村

書
店
、
一
九
九
二
年
、
二
五
九
―
二
六
〇
頁
）. 

(5
8

) 

か
つ
て
ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
「
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
活
世
界
の
植
民

地
化
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
か
ら
、
今
後
は
脱
労
働
・
脱
生
産
主
義
を
掲
げ

て
「
労
働
社
会
」
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
社
会
」
へ
の
移
行
を

求
め
る
運
動
が
紛
争
の
中
心
と
な
る
、
と
論
じ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

理
論
上
の
分
析
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
労
働
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ

ン
」
と
い
う
実
践
と
結
び
つ
け
た
や
や
短
絡
的
な
議
論
で
あ
る
（c

f. 

ア

ク
セ
ル
・
ホ
ネ
ッ
ト
（
加
藤
泰
史
ほ
か
訳
）『
正
義
の
他
者
―
実
践
哲
学

論
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
三
頁
）
。
実
際
に
は
労

働
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
一
手
段

と
な
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
特
定
の
就
労
を
強
制
す
る
こ
と
と
、
労
働

の
形
態
や
内
容
に
関
す
る
幅
広
い
選
択
機
会
を
個
々
人
に
保
障
す
る
こ

と
と
の
間
に
対
抗
軸
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
脱
労
働
」
を
掲
げ
る

こ
と
で
は
な
い
。 

 

※
本
稿
は
、
第
一
七
回
政
治
思
想
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
福
祉
国
家
と

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」（
二
〇
一
〇
年
五
月
二
二
日
、
東
京
大
学
）
に
お

け
る
報
告
原
稿
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
質
疑
を
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若

手
研
究(B

)

、
課
題
番
号

2
2

7
3

0
1

1
3

）
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
（A

）
、
課
題
番
号

2
2

2
4

3
0

1
1

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。 

 


